
 

（第２号様式）   
令和６年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜国際高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月 16日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・国際教育を推
進し、質の高い
英語教育と多様
な言語や文化を
学ぶことによ
り、豊かな世界
観を身に付け、
国際社会の課題
を認識し、問題
解決能力を発揮
してグローバル
リーダーとして
活躍できる人材
の育成を図る。 

・教科横断型の
カリキュラムマ
ネジメントを実
践する。 
 
・総合的な探究
の時間のあり方
を研究する。 

・他教科や国際
バカロレアコー
スにおける授業
方法等を学校内
に留めず県内外
の高校に共有す
る方略について
検討を始める。 
 
・探究学習活動
の発表の場を増
やすこと等を通
して、継続的に
問題解決能力を
身に付ける指導
計 画 を 構 築 す
る。 

・教科または全
体での振り返り
で、授業改善が
みられたか。 
生徒による授業
評価の結果で、
充実した学びが
できたか。 
 
・探究学習活動
を効率的に指導
及び評価できる
方法を作成でき
たか。 
 
 

・公開研究授業を
通して国際バカロ
レアコースの授業
を広く参観する機
会を設け、研究協
議を通して授業改
善を行った。 
 
・探究学習の発表
をＳＲは２回に増
やし、ＰＲは発表
人数を増やすこと
でクラス内発表の
充実を図り、互い
の問いや論文を批
判的に検証する機
会を充実させた。 

・国際科において
他教科の授業見学
については、組織
的に行われていな
い状況であり、引
き続き効果的な推
進のあり方につい
て検討する必要が
ある。 
 
・探究学習活動に
おいて、本校の育
成すべき生徒像を
認識した指導方法
を３年間継続して
行うための体制づ
くりをより推進す
る。 

・第二外国語の選択につ
いては、難しいことは承
知しているが、入学した
後、少し体験できてから
決められるとよい。 
 
・第二外国語について、
２、３年の第二外国語の
履修率に注目している。 
 
・報告から、ＹＩＳとし
てのポリシーを感じた。
指導が行き届いている。 
 
・公開研究授業は、大変
よい取組であるので、引
き続きお願いする。 

・公開研究授業において、国
際科と国際バカロレアコース
の授業を公開し、研究協議の
時間についても十分確保し
た。また、TOK（知の理論）の
展示についても他校に周知し
実施した。校内においても、
他教科の授業の参観等が増加
し授業改善につながったが、
組織的に推進できていない。 
 
・探究活動において、自らの
在り方や興味・関心を基に問
いを深め、課題の発見や問題
を解決する授業展開を確立す
ることができた。課題はより
効率的に行うことと、学校全
体で共有していくことであ
る。 

・２つの教育課程間を含む教科

横断的なカリキュラム・マネジ

メントを推進し、他教科の授業

参観等についても引き続き機会

の充実を図る。 

 

・総合的な探究の時間を核とし

たカリキュラム・マネジメント

の視点から課題解決能力の育成

を目指し、年間を通じて探究に

必要な諸能力の育成を校内授業

研究のテーマとする。各教科で

コンピテンシーを育成する場面

を授業設計し、探究活動に資す

る能力の育成をより充実させ

る。 

２ 生徒指導・支援 

・多様で柔軟な
生徒支援体制及
び相談体制の確
立を図り、規範
意識を身に付け
させるととも
に、生徒の自己
理解と相互理解
を深めるきめ細
かな指導・支援
を行う。 

・生徒を取り巻
く個別・全体的
な状況の把握に
努めるとともに
職員間での情報
共有を行い、生
徒・保護者が相
談しやすい教育
相談体制の構築
を行う。   
 
・自主自立につ
ながる生徒支援
体制を確立す
る。     
 

・各年次や保健
室、ＳＣやＳＳ
Ｗとの連携・情
報交換を行い、
生徒の状況の早
期 把 握 に 努 め
る。教育相談や
心の悩みの相談
についての情報
提供を適切に行
う。 
 
・生徒の自主的
な活動が、組織
全体の動きを見
通した形で運営
できるよう指導
助言を行う。 

・心の悩みを抱
える生徒が増え
ている中、生徒
の状況や変容に
ついて迅速に気
づき、職員間で
の情報共有をも
とに適切な対応
ができたか（振
り返り） 
 
・生徒の主体的
な取組による行
事運営を支援す
ることができた
か。 
 

・各年次からの情
報共有が早い段階
で行われ、スクー
ルカウンセラーや
スクールソーシャ
ルワーカーへ繋げ
ることができた。 
        
・生徒会執行部を
中心に行事運営を
実施することがで
きた。 
 

・教育相談コーデ

ィネーターを中心

とした支援体制を

確立する。 

 

・かながわサポー

トドックの活用に

ついて整理する。 

 

・情報を共有する

ための時間を確保

する。 

 

・生徒の自主性に

ついては、生徒の

みならず職員と連

携しながら行える

ように取り組む。 

・文化祭ポスターが素晴
らしい。行ってみたいと
いう問い合わせが昨日も
あった。 
 
・人生 100 年時代におい
て、高校時代に何をする
か、自分で自分の学び方
を探す時期である。部活
の地域移行あたりから、
スポーツの在り方が変わ
ってきている。この学校
の生徒は恵まれていると
感じる。 
 
・SNS のトラブルは対応
が難しい面があるが、引
き続きご指導をお願いす
る。 

・新型コロナウィルス等感染
症の５類への変更により、球
技大会や文化祭等の学校行事
において、更に生徒の自主的
な活動を支援することができ
た。 
 
・教員とスクールカウンセラ
ー、スクールソーシャルワー
カーが頻繁に情報交換を行
い、生徒や家庭が抱えている
悩みを把握し、改善へと導い
た。 
 
・かながわサポートドックを
活用し、新たに生徒とスクー
ルカウンセラー、スクールソ
ーシャルワーカーをつなげる
ことが出来たが、より効果的
且つ組織的な活用方法につい
て検討する必要がある。 

・行事などを通じて、生徒の自
主性を尊重しつつ、「自由と責
任の両立」を指導し、自主自律
の精神の育成を援助する。 
 
・教育相談コーディネーターを
中心に、教員間で生徒情報を共
有し、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカーと
も共同し、かながわサポートド
ックも活用しながら、生徒が安
心安全な学校生活を送ることが
出来る環境を整備する。その際
に非常勤講師等にも確実に情報
を共有できる体制を構築する。 
 

３ 進路指導・支援 

・海外を視野に
入れた各生徒の
進路希望を把握
し、その実現に
向け、学習意欲
を高め、幅広い
学力の習得と定
着を図るための
授業実践に取り
組む。 
 
・生きる力の育
成を目指し、自
主的に将来の進
路や職業につい

・生徒自らが学
力を把握し、目
標設定ができる
ように指導す
る。 
 
・生徒の様々な
進路希望に対応
した、説明会や
ワークショップ
を実施し、進路
意識の啓発に努
める。 

・コロナ禍で活
動が制限されて
いたが、これが
緩和されたこと
に鑑みた国内及
び海外大学への
進学に向けたロ
ードマップを作
成し、３年間の
見通しのある進
路指導を行う。 
        
・カレッジカウ
ンセラーを２名
に増員し、これ

・ガイダンスル
ームの資料やチ
ュ ー タ ー 制 な
ど、さまざまな
進路支援体制を
生徒自身が積極
的に活用してい
るか。 
 
・大学が掲げる
アドミッション
ポリシー及び学
部 ・ 学 科 の 特
徴、キャリア目
標を把握し、生

・ガイダンスルー
ムの利用について
は、毎日、３年次
生を中心に、資料
活用や自学自習で
利用された。 
 
・チューター制
は、多くの生徒で
はないが、相談等
の対応がなされ
た。 
 
・進路説明会を各
年次で生徒・保護

・コロナ禍で中断
した進路行事を、
改善を加えながら
復活させる必要が
ある。特に１年次
における、大学理
解を夏季のオープ
ンキャンパス参加
を中心に効果的に
組み立てる必要が
ある。 
 
・「生徒の第一希
望を実現させる進
路指導」を明確に

・コロナでの空白があっ
ても海外進学の数字が上
がっているのはなぜか。 
 
・４年間の学校教育目標
は興味深く思っている。
生きる力、人生設計な
ど、どのようにキャリア
を形成していくのか、指
導をしてもらいたい。 
 
・海外進学の行き先とし
て、北欧も選択肢として
検討するとよい。 

・海外を視野に入れた各生徒
の進路希望を把握し、その実
現に向け、生徒・保護者対象
の進路説明会を各年次で実施
した。 
 
・模擬試験を計画的に実施
し、生徒の進路意識の高揚と
学力の把握を実現させた。 
 
・生きる力の育成を目指し、
自主的に将来の進路や職業に
ついて意識できるよう、卒業
生を招いて講演会を実施し
た。 

・１年次の進路行事を再検討
し、大学研究の機会を計画的に
設定する。 
 
・卒業生の活用を積極的に行
い、在校生のロールモデルとし
て、講演等の機会をさらに設定
する。 
 
・海外進学において、英語圏以
外でも生徒が興味関心を持って
いる国や地域の情報を伝えるこ
とができるよう、リサーチを積
極的に行う。 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月 16日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

て深く学び、人
生設計ができる
資質能力を育
む。 

まで以上に海外
進学に必要とな
る情報を生徒が
主体的に入手、
活用できるよう
支援する。 

徒自身のキャリ
ア意識と結びつ
けることができ
ているか。 

者を対象に実施
し、国内・海外の
大学受験に対応で
きるよう、指導を
実施することがで
きた。 

打ち出し、各種進
路行事を点検・改
善していく。 
 

 
・学期末に、自己を振り返る
機会を設け、反省と改善の場
とした。 
 
・１年次の進路行事を再検討
し、大学研究の機会を計画的
に設定することが課題であ
る。 

・学期末や学期途中において、
キャリアプランについて、考え
をめぐらす機会を追求する。 

４ 地域等との協働 

・社会奉仕と環
境問題について
重点的に取り組
み、生徒が主体
的に関わりなが
ら、地域に開か
れた学校づくり
を行うととも
に、地域貢献・
国際貢献ができ
るようにする。 

・広報活動を通
して、地域に開
かれた学校づく
りを実践する。 
 
・高大連携の活
動を通じて、地
域貢献・国際貢
献に関する意識
を高める。 

・ 限 定 配 信 の
YouTube等を活用
した動画を導入
する等、学校ホ
ームページのさ
らなる充実化を
図り、これまで
以上に学校の取
組に関する情報
を 掲 載 す る な
ど、広報活動を
強化する。 
 
・高大連携協定
校である東京外
語大学や清泉女
子大学と更なる
連携の強化を図
る。 

・学校説明会お
よび YIS 英語ス
ピーチコンテス
ト等において、
地域の中学生お
よび保護者に本
校の取組につい
て理解を進める
こ と が で き た
か。 
 
・高大連携協定
校の体験授業等
を通じて、地域
貢献・国際貢献
に関する意識を
高められたか。 

・今年度は学校説
明会開会前に吹奏
楽部による生演
奏、閉会後には委
員会生徒による校
内見学ツアーを企
画したところ、参
加者には概ね好評
だった。 
 
・今年度も東京外
語大学の体験授
業、地域の防災訓
練等を通じて地域
貢献・国際貢献に
関する意識を高め
ることができた。 

・学校説明会のプ
ログラムを精査
し、生徒の活動成
果が発表できるよ
うな場をより多く
設け、本校の魅力
をさらに中学生や
保護者に伝えてい
く。 
 
・様々な行事を通
じて生徒の意識を
高めることができ
たが、次年度以降
周知の仕方を工夫
し、より多くの生
徒が参加し体験で
きるようにする。 

・地域との共同防災訓練
は意義深い取組である。 
 
・部活動の生徒さんにお
祭りにきていただき感謝
している。 
 
・消防団の訓練を側道で
やらせてもらっているこ
とに感謝申し上げる。 
 
・連合大池、山王台町内
会との調整について学校
には世話になった。お祭
りの際、国際高校の生徒
の演技は、素晴らしかっ
た。今後は、きちんと町
内会の方でも要項の整理
をしていきたい。 

・今年度は合計 11 回の学校説
明会や全公立展、公私合同説
明会・相談会の他にも学習塾
や中学校での個別説明会を実
施し、年間を通じて本校の取
組みや魅力を発信することが
できた。さらに説明会の中で
生徒が活躍できる場を設け、
生徒の活動の成果を中学生や
保護者に見ていただくことが
できた。 
 
・説明会の中で流している動
画が現状と合っていない箇所
がいくつかあるので、新たに
撮影編集の必要がある。 
 
・国際貢献や地域貢献に関す
るイベントでは事前の周知の
方法に課題があった。 

・説明会の中で使用している動
画や写真の撮影、編集を行い、
本校の魅力や強みを丁寧に分か
りやすくＰＲしていく。 
 
・国際貢献や地域貢献に関する
イベントがある際には地域連携
委員の生徒に限らず、事前に学
校全体に周知をし、多くの参加
者を募る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・ワークライフ
バランスに配慮
した教員の働き
方改革を推進す
る。生徒の安全
のために教育環
境を整備し、併
せて事故・不祥
事防止に努め
る。 
 
・生徒の安全の
ために教育環境
を整備し、併せ
て事故・不祥事
防止に努める。 

・ワークライフ
バランスを考慮
したうえで、校
内のさまざまな
しくみを整備
し、皆が働きや
すい環境を整え
る。 
 
・不祥事防止を
全校的な取組と
して徹底してい
く。 

・ICT環境が強化
さ れ た こ と か
ら、今後は ICT
の活用による業
務の簡素化（資
料等の印刷業務
を削減する）等
を行う。 
 
・不祥事防止会
議では昨年度以
上に具体的な内
容を提示し情報
の伝達に努めて
いく。 

・環境委員会の
活動により、校
内美化が進んだ
か。ICT 環境の
整 備 が 進 ん だ
か。 
 
・不祥事の事例
共有によって、
自らの問題とし
て認識し、徹底
した取組ができ
たか。 

・校内における教

育環境の整備や職

員研修の実施等

は、職員の働きや

すさの促進や生徒

が安心安全に学校

生活を送るための

事故防止など、教

員・生徒の日々の

生活を支援するこ

とにつながった。 

・管理運営の業務

は多岐に渡る。今

年度は業務の洗い

出しを行うことが

できたものの、業

務が職員個人につ

いていることが課

題として挙げられ

る。誰でも業務を

遂行できるよう業

務の見える化をよ

り行う必要があ

る。 

・英検等の資格試験等に
ついて個人受験と団体受
験では費用が異なる。学
校として、団体受験を検
討してほしい 
 
・保護者が先生の考えを
伺う機会が少ない。保護
者は情報提供を望んでい
る。子どもたちは、自分
たちで伝えたい情報しか
親に伝えない。先生方の
頑張り、生徒のために考
えてくださっていること
を保護者のみなさんに伝
えたい。 

・不祥事防止とＩＣＴ環境の
整備が４年間の目標として挙
げられているが、実際の管理
運営の業務は多岐に渡る。防
災訓練、防災備蓄品の管理、
校内清掃、職員研修の実施、
学校行事の運営、私費の会計
処理等、職員の業務を下支え
し、間接的に生徒・職員の教
育環境の改善に努めている。 
 
・今年度、業務の洗い出しを
行うことができた。次年度以
降、人についた業務の見直し
と、業務を持続可能とするこ
とが課題である。 

・業務内容別に年間に行う業務
を電子データとして作成し使用
するフォルダの整理をすること
で、グループ員が誰でもその情
報を共有できるようにすること
に努める。 

 


